
特集　読書の秋　図書館へ行こう
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広報りっとう

今月の主な内容
・財政健全化判断比率などを公表
・手話言語や情報・コミュニケーションに

関する２つの条例を同時施行
・食品ロスを減らしましょう
・すだじいの百年日記

　図書館の本館・西館では、市民の皆さんに安心して読書を楽しん
でいただくために、感染症対策を行いながら、さまざまなテーマの
特集や展示コーナーなどを設置しています。

読書の秋、知らなかった本との新しい出会いを探しに、図書館へ
出かけてみませんか？



８月

本館で「えほんタイム」を始めました！

従来の「おはなしタイム」に変わる子ども向き行事です。
読み聞かせと、おすすめの絵本の紹介をします。定員を 15 人とし、

ゆったりした空間で絵本を楽しんでもらえます。
実施日程はお知らせ版８ページでご覧いただけます。

貸出冊数が 10冊から 15冊になりました！
シリーズものや予約本など、一度にたくさん借りられます！

（８月から当面の間実施）

西館が変わりました６月

「暮らしの棚」

「オアシススペース」「ホントノデアイ」コーナー

住宅、園芸、ペットなど、日々
の生活でよく利用される分野の
本を一か所にまとめました。

ちょっとした水分補給にお持ちいただいた
ドリンクを飲んでいただけるスペースです。

他にも、旅行会話の本を旅行ガイドブッ
クの棚に移動するなど、より使いやすい棚
を目指して配置の変更を行いました。

中高生向きの本を集めた「ホントノデア
イ」、場所の移動に伴ってコーナーを広げ、
棚を増やしました。さらにコーナーへの意見
を募集する「ホンデポスト」も設置しました。

開館時間（本館・西館共通）
水曜日～金曜日 10 時～ 18 時
土・日曜日 10 時～ 17 時

（月・火は休館）
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◦閲覧席を減らして席同士の間隔を広くしています。
◦館内を定期的に換気し、消毒を行っています。（西館は換気
機能強化のため、換気設備の増設と、扇風機を設置しました。）
◦万一の感染情報の通知用に、「もしサポ滋賀」のＱＲコード
を設置しています。
◦カウンター上にビニールカーテンを設置しました。

10月 本を紹介する機会を増やします！

感染症
対策

◦図書除菌ボックスを設置

◦閲覧机の上にパーテーションを設置

これまでの新着図書案内を「図書館だより」に変更
し、図書館からのお知らせや、司書のおすすめする本

「シショイチ」も合わせて掲載します。
毎月行っている、本のテーマ展示の様子も、フェイス

ブック「うますぎる栗東」だけでなく、図書館ホーム
ぺージにも掲載します。

図書館をご利用される際のお願い
◦体調の悪い人は、来館をご遠慮ください。
◦状況により、入場制限をする場合があります。
◦館内での滞在は 30 分以内にしてください。
◦手指の消毒を行い、マスクを着用してくだ

さい。

皆さんが利用しやすいサービスを目指して、図書館は少しずつ変わっています。
秋の夜長のステイホーム、じっくり本を読んでみませんか？
皆さんのお越しをお待ちしています！

図書館では、皆さんに安心、安全に利用いただけるよう、
新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行っています。

問図書館（本館）
小野 223
☎ 553-5700 ＦＡＸ 554-0792

図書館（西館）
綣 2-4-5 ウイングプラザ２F
☎ 554-2401 ＦＡＸ 554-2501

開館時間（本館・西館共通）
水曜日～金曜日 10 時～ 18 時
土・日曜日 10 時～ 17 時

（月・火は休館）
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問財政課 財政係 ☎551-0100 ＦＡＸ554-1123

区分 栗東市 経営健全
化基準

財政再生
基準

農業集落排水事 
特別会計 不足なし 20.0 制度なし

水道事業会計 不足なし 20.0 制度なし

公共下水道事業会計 不足なし 20.0 制度なし

●令和元年度決算における資金不足比率

区分 栗東市 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 赤字なし 12.83 20.0

連結実質
赤字比率 赤字なし 17.83 30.0

実質公債費比率 15.0 25.0 35.0

将来負担比率 131.4 350.0 制度なし

（単位：％）

（単位：％）

◆公営企業の経営健全性を判断する指標
◦ 資金不足比率…資金不足額が公営企業会

計（注３）の事業規模に占める割合

注 １【一般会計など】…市では、「一般会計」
「土地取得特別会計」「墓地公園特別会計」
「大津湖南都市計画事業栗東新都心土地
区画整理事業特別会計」があります。

注 ２【標準財政規模】…地方公共団体の一
般財源（使途が特定されていない財源）
の標準規模を示すもので、税収入・各種
譲与税・県税交付金などで構成されます。

注 ３【公営企業会計】…市では、「農業集
落排水事業特別会計」「水道事業会計」「公
共下水道事業会計」があります。

◆市財政の健全性を判断する指標
①�実質赤字比率…一般会計など（注１）の

実質赤字が標準財政規模（注２）に占め
る割合

② 連結実質赤字比率…市の全会計の実質赤字
（または資金不足額）が標準財政規模に占
める割合

③ 実質公債費比率…一般会計などが負担す
る公債費が標準財政規模に占める割合

④ 将来負担比率…一般会計などが将来負担
すべき債務が標準財政規模に占める割合

令
和
元
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
公
表

●令和元年度決算における健全化判断比率

市
で
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
毎
年
、
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会

計
も
合
わ
せ
た
連
結
決
算
に
よ
り
、
財

政
の
健
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
公
表
し

て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
が

一
定
の
基
準
を
超
え
る
団
体
は
、「
早
期

健
全
化
計
画
」
あ
る
い
は
「
財
政
再
生
計

画
」
を
策
定
し
、
早
急
に
財
政
事
情
の
改

善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
算
定
し
た
本
市
の
令
和
元
年
度

決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
は
、

下
表
の
と
お
り
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
税
収
入
の
増

な
ど
に
よ
り
標
準
財
政
規
模
が
増
加
し

た
こ
と
で
、
昨
年
度
の
15
・
９
％
と
比

較
し
0.9
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
は
、
市
の
負

担
す
る
債
務
残
高
を
低
減
さ
せ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
の
149
・
１
％
か

ら
17
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
両
比
率
と
も
他
市
と
の
比
較

に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
非
常
に
高
い

比
率
で
す
。
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
注
視
し
つ
つ
、
中
長

期
的
な
財
政
見
通
し
を
も
っ
て
早
期
の

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
、

引
き
続
き
比
率
の
低
減
に
努
め
ま
す
。
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三
浦
　
忠
男
さ
ん

叙勲受章おめでとうございます
瑞
宝
双
光
章

教
育
功
労

高
齢
者
叙
勲
。
元
公
立
小
学

校
長
。
昭
和
30
年
か
ら
平
成
５

年
ま
で
の
38
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
、
教
員
と
し
て
活
躍
。
昭

和
62
年
か
ら
は
校
長
を
務
め
、

小
中
学
校
の
教
育
発
展
の
た
め

に
尽
力
。
教
育
者
と
し
て
の
卓

越
し
た
識
見
を
学
校
の
授
業
改

善
や
、
地
域
ぐ
る
み
の
人
権
教

育
の
推
進
、
心
豊
か
な
児
童
・

生
徒
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。三

浦
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う

な
名
誉
あ
る
章
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
健
康
に
留
意

し
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
介
護
保
険
の
運
営
状
況

金　額 構成比
第１号被保険者介護保険料 ８億3,755万９千円 25.7%
介 護 給 付 費 支 払 基 金 交
付 金（ 第２号 被 保 険 者 ）

８億7,818万５千円 27.0%

国 庫 支 出 金 ６億3,131万４千円 19.4%
介護給付費財政調整交付金 1,985万８千円 0.6%
県 支 出 金 ４億8,075万７千円 14.8%
繰 入 金（ 栗 東 市 負 担 分 ） ４億 720万１千円 12.5%
合　　　　　　　　　　　計 32億5,487万４千円 100.0%

金　額 構成比
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 費 16億3,628万４千円 50.2%
施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 ８億6,921万１千円 26.7%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 費 ４億9,097万５千円 15.1%
介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 7,066万３千円 2.2%
特定入所者介護サービス費 8,693万０千円 2.7%
高 額 介 護 サ ー ビ ス 費 7,522万９千円 2.3%
高額医療合算介護サービス費 944万３千円 0.3%
住 宅 改 修 費 859万２千円 0.3%
審 査 支 払 手 数 料 387万７千円 0.1%
福 祉 用 具 購 入 費 390万８千円 0.1%
合 計 32億5,518万１千円 100.0%

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護

を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
で
す
。

令
和
元
年
度
の
事
業
運
営
収
支
は
歳

入
総
額
で
37
億
５
４
４
２
万
７
千
円
で

す
。
表
１
の
介
護
給
付
費
の
ほ
か
地
域

支
援
事
業
分
に
か
か
る
介
護
保
険
料
や

国
、
県
お
よ
び
市
な
ど
が
拠
出
す
る
交

付
金
や
繰
入
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
歳
出
総
額
は
36
億
９
３
９
９
万

４
千
円
で
、
表
２
の
介
護
給
付
費
の
ほ

か
、
要
介
護
認
定
審
査
な
ど
の
運
営
上

の
事
務
経
費
や
地
域
支
援
事
業
に
か
か

る
必
要
経
費
な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
高
齢
化
率
の
上
昇
な
ど
に
伴

う
要
介
護
認
定
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

介
護
給
付
費
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と

３
・
２
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
費
は
、
今
後
も
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り

が
介
護
予
防
に
努
め
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
う
。

実
績
額
な
ど
は
表
の
と
お
り
で
す
。

問
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

　

☎
551-

０
２
８
１ 

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

■
歳
出
総
額
の
う
ち
介
護
給
付
費
の
支

給
内
訳
（
表
２
）

■
歳
入
総
額
の
う
ち
介
護
給
付
費
の
財

源
内
訳
（
表
１
）

介
護
認
定
を
受
け
た
人
が
利
用
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
９
割
、
８
割
ま
た
は
７
割

を
保
険
か
ら
給
付
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
１

割
、
２
割
ま
た
は
３
割
を
利
用
者
が
負
担
し

て
い
ま
す
。
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◦
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

◦
市
民
等
（
注
２
）
が
手
話
を
使
っ

て
意
思
疎
通
を
図
る
権
利
を
持
つ
こ

と
、
ま
た
そ
の
権
利
は
尊
重
さ
れ
る

こ
と
。

◦
ろ
う
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

み
、
主
体
的
に
社
会
参
加
が
で
き
る

こ
と
。

◦
市
、
市
民
等
、
ろ
う
者
、
事
業
者
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
持
っ
て
言
語
と

し
て
の
手
話
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
普
及
に
努
め
る
こ
と
。

注
１
…
ろ
う
者
と
は
、
手
話
を
言
語
と
し
て

日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
を
営
む
人
の

こ
と
を
い
い
ま
す

注
２
…
市
民
等
と
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

人
、
勤
務
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
在
学
す

る
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す

「
栗
東
市
市
民
を
つ
な
ぐ
情
報
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」

本
市
は
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
と
人
が
対
等
に
、
相
互
理
解
を
深
め

て
い
き
、
障
が
い
が
あ
る
か
な
い
か
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

「
栗
東
市
手
話
言
語
条
例
」

本
市
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と

の
認
識
や
ろ
う
者
（
注
１
）
へ
の
理
解

を
広
げ
、
手
話
を
必
要
と
す
る
人
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
条
例
制
定
の
背
景

手
話
は
、
ろ
う
者
に
と
っ
て
、
物
事

を
考
え
、
お
互
い
の
気
持
ち
を
理
解
し

合
い
、
心
豊
か
な
社
会
生
活
を
営
む
た

め
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た

が
、
長
い
間
、
言
語
と
し
て
認
め
ら
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、

ろ
う
者
の
尊
厳
を
深
く
傷
つ
け
、
ろ
う

者
の
心
の
発
達
や
社
会
の
中
で
立
場
を

築
い
て
い
く
こ
と
を
、
大
き
く
さ
ま
た

げ
て
き
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た

「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
で

は
、手
話
は
言
語
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
、

手
話
へ
の
理
解
は
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
言
語
と
し
て
の
手
話
へ
の
理
解

は
ま
だ
十
分
に
広
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
条
例
の
内
容

条
例
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
条
例
制
定
の
背
景

人
が
情
報
を
得
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
く
こ
と
は
、
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
く
上
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
中
に
は
、
障

が
い
の
特
性
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
意
思
を
表
し
に
く
く
、
そ
れ
に

よ
っ
て
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
他
の
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
に
合
わ
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
手

話
や
点
字
、
筆
談
な
ど
）
が
広
く
理
解

さ
れ
、
利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
条
例
の
内
容

条
例
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
市
民
等
が
対
等
に
尊
厳
を
守
ら
れ
な

が
ら
、
基
本
的
人
権
を
も
っ
て
い
る

か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
こ
と
。

◦
市
民
等
が
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
尊
重
し
、
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
。

手
話
言
語
や
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
２
つ
の
条
例
を
同
時
施
行
！

（
10
月
１
日
施
行
）

◦
市
民
等
が
障
が
い
者
に
と
っ
て
情
報

を
得
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
選
択
や
利
用
す
る
こ
と
が

生
活
を
送
っ
て
い
く
上
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
。

◦
市
、
市
民
等
、
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
を
持
っ
て
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
理
解
お
よ
び
利

用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を

計
画
的
に
行
う
こ
と
。

本
市
は
、
こ
の
２
つ
の
条
例
の
施
策

を
進
め
て
い
く
中
で
、
す
べ
て
の
市
民

が
共
生
し
て
い
く
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

問
障
が
い
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
551-

０
１
１
３

ＦＡＸ
553-

３
６
７
８
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本
市
に
は
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
１
人
ず
つ
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
っ
て
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

◦
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
相
談
業
務

　

家
庭
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、
本
人
の

自
宅
で
の
様
子
を
お
伺
い
し
た
り
、

家
族
か
ら
の
話
も
丁
寧
に
お
聞
き
し

て
、
支
援
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

◦
認
知
症
の
人
が
望
む
、
住
み
慣
れ
た

環
境
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、地
域
や
医
療
機
関
、

支
援
機
関
等
を
繋
ぐ
連
携
の
支
援

　

本
人
・
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
、
支
援
の
輪
を
広
げ
ら
れ
る
よ

う
に
活
動
し
ま
す
。

◦
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
理

解
に
向
け
た
普
及
・
啓
発
活
動

Ｑ
ど
ん
な
こ
と
が
相
談
で
き
る
の
？

◇
物
忘
れ
が
気
に
な
り
は
じ
め
た
。

◇
最
近
、
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
、
怒

り
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
…
あ
る
い
は
、

ひ
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
き
た
な

ど
今
ま
で
と
違
っ
た
様
子
が
あ
る
。

◇
ど
こ
の
病
院
に
受
診
し
た
ら
良
い
の

か
知
り
た
い
。

◇
認
知
症
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
ど
う
し

た
ら
良
い
の
？
こ
れ
か
ら
の
事
を
考

え
る
と
不
安
だ
。

◇
最
近
、認
知
症
の
症
状
が
進
ん
だ
み
た
い
。

ど
う
対
応
す
れ
ば
良
い
の
か
な
。
な
ど

Ｑ
物
忘
れ
っ
て
年
を
重
ね
れ
ば
誰
で
も

出
て
く
る
の
で
は
？

年
齢
と
と
も
に
多
く
の
人
が
物
忘
れ

を
経
験
し
ま
す
。
し
か
し
、「
認
知
症
の

物
忘
れ
」
は
、
進
行
し
て
く
る
と
、
数
分

前
に
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る
よ
う
に
な

り
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
７
人
に
１
人

が
認
知
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知

症
は
特
別
な
人
に
起
こ
る
特
別
な
出
来

事
で
な
く
、
歳
を
と
れ
ば
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
身
近
な
病
気
と
考
え
、
早
く

か
ら
相
談
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
早
く
に
相
談
と
い
っ
て
も
、
こ
ん
な

些
細
な
こ
と
で
相
談
し
て
い
い
の
？

本
人
・
家
族
の
不
安
を
少
し
で
も
解

消
・
軽
減
が
で
き
る
よ
う
、
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
本
人
は
、
認
知
症
か
も
し

れ
な
い
と
自
覚
は
な
く
と
も
、
漠
然
と
、

「
何
か
が
お
か
し
い
」、「
こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
の
か
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
不
安
が
大
き
く
な
る
事

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
認
知
症
の
症
状
（
妄

想
、
不
眠
、
徘
徊
な
ど
）
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
本
人
へ
の
接
し
方
を
工
夫

し
た
り
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
整
え

た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
症
状
の
緩
和
が

可
能
で
す
。
物
忘
れ
が
心
配
だ
け
れ
ど

病
院
を
受
診
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ

る
と
い
う
場
合
に
は
、
認
知
症
と
い
う

病
気
の
理
解
や
ど
ん
な
病
院
が
あ
る
の

か
を
知
る
だ
け
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
安
心
が
生
ま
れ
ま
す
。
本
人
・
家

族
と
と
も
に
、
そ
の
状
況
に
応
じ
た
安

心
で
き
る
環
境
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◦
栗
東
中
学
校
区
（
治
田
・
治
田
東
・

金
勝
小
学
校
区
）

栗
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
558-

６
９
７
９

◦
葉
山
中
学
校
区(

葉
山
・
葉
山
東
小

学
校
区)

葉
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
552-
５
２
８
０

◦
栗
東
西
中
学
校
区
（
治
田
西
・
大
宝
・

大
宝
西
・
大
宝
東
小
学
校
区
）

栗
東
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
584-

４
１
２
１

問
長
寿
福
祉
課 

地
域
支
援
係

☎
551-

０
１
９
８

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

～
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
～

栗
東
中
学
校
区
担
当

押
田
で
す

葉
山
中
学
校
区
担
当

川
嶋
で
す

栗
東
西
中
学
校
区
担
当

岩
本
で
す

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
皆
さ
ん
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【
使
用
例
】

◦
飲
食
店
で
は
、
す
べ
て
の
券
種
が
使

用
可
能

◦
一
般
店
で
は
、
一
般
店
専
用
券
と
全

店
共
通
券
が
使
用
可
能

◦
大
型
店
で
は
、
全
店
共
通
券
の
み
使

用
可
能

券
が
使
用
で
き
る
店
舗
な
ど（
取
扱
店
）

の
詳
細
は
、広
報
り
っ
と
う
11
月
号
折
込
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
栗
東
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

■
り
っ
と
う
元
気
ア
ッ
プ
応
援
券
の
取

扱
店
募
集
中
！

栗
東
市
商
工
会
に
お
い
て
、
元
気
ア
ッ

プ
応
援
券
を
使
用
で
き
る
取
扱
店
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
取
扱
店
登
録
料
、
応
援
券

の
換
金
手
数
料
は
無
料
で
す
。
市
内
の
店

舗
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
販
売
促
進
や
店

舗
・
商
品
の
Ｐ
Ｒ
の
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

問
栗
東
市
商
工
会

☎
552-

０
６
６
１
ＦＡＸ
553-

５
２
６
３

問
自
治
振
興
課 

（
り
っ
と
う
元
気
ア
ッ

プ
応
援
券
対
応
窓
口
）

☎
518-

６
７
０
５ 
ＦＡＸ
551-

０
４
３
２

市
内
の
取
扱
店
で
買
い
物
や
飲
食
な

ど
に
使
用
で
き
る
「
り
っ
と
う
元
気
ア

ッ
プ
応
援
券
（
地
域
振
興
券
）」
を
９

月
下
旬
よ
り
順
次
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
交
付
対
象
者

令
和
２
年
８
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
人

※
世
帯
主
に
世
帯
員
分
を
簡
易
書
留
で

発
送
。

■
使
用
期
間

令
和
２
年
11
月
１
日
～

令
和
３
年
２
月
28
日

■
券
種
お
よ
び
使
用
方
法

一
人
当
た
り
３
千
円
分
（
500
円
券
×

６
枚
綴
り
）

券
種
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

①
飲
食
店
専
用
券
（
水
色
）
…

１
千
円
分(

市
内
の
飲
食
店
の
取
扱
店

で
使
用
可
能)

②
一
般
店
専
用
券
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
…

１
千
円
分(

市
内
の
一
般
店
（
売
場

面
積
１
千
㎡
以
下
）
の
取
扱
店
で
使

用
可
能)

③
全
店
共
通
券
（
黄
緑
色
）
…

１
千
円
分(

市
内
の
す
べ
て
の
取
扱

店
で
使
用
可
能)

り
っ
と
う
元
気
ア
ッ
プ
応
援
券
に
つ
い
て
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■
食
品
ロ
ス
と
は
？

食
べ
残
し
、
売
れ
残
り
や
賞
味
期
限

切
れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
食
べ

ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品

の
こ
と
を
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
１
日
に
「
食
品
ロ
ス

の
削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
消
費
者
も
買
い
物
の
仕
方
や

調
理
法
の
工
夫
な
ど
で
自
主
的
に
食
品

ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

■
食
品
ロ
ス
の
現
状

日
本
全
体
で
は
、
年
間
612
万
ト
ン
の
食

品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
食
品
ロ
ス
の
量
を
国
民
１
人

当
た
り
で
計
算
す
る
と
、
年
間
約
48
キ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
な
り
ま
す
。
注
１

ま
た
、
世
界
で
は
、
人
の
消
費
の
た
め

に
生
産
さ
れ
た
食
料
の
お
よ
そ
３
分
の
１

に
あ
た
る
、
年
間
13
億
ト
ン
を
廃
棄
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
注
２

■
食
品
ロ
ス
は
ど
こ
か
ら
発
生
し
て
い
る
の
？

日
本
の
食
品
ロ
ス
量
年
間
612
万
ト
ン
の

う
ち
、
約
半
分
に
あ
た
る
284
万
ト
ン
が
一

般
家
庭
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
注
１

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
食
べ
物
を
も

っ
と
無
駄
な
く
、
大
切
に
消
費
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
は
？

【
買
い
物
編
】

◦
買
い
物
に
行
く
前
に
家
に
あ
る
食
材

を
確
認

買
い
物
を
し
た
後
に
、
冷
蔵
庫
に
同

じ
食
材
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
余

ら
せ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

無
駄
を
な
く
す
た
め
に
も
、
事
前
に
冷

蔵
庫
や
食
品
庫
に
あ
る
食
材
を
確
認
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
必
要
な
分
だ
け
買
っ
て
、
食
べ
き
る

お
得
な
ま
と
め
買
い
を
し
た
も
の

の
、
使
わ
ず
に
、
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま

い
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
必
要
な
時
、必
要
な
分
を
考
え
て
、

使
い
き
れ
る
分
だ
け
計
画
的
に
買
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
陳
列
棚
の
手
前
か
ら
取
る

食
品
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す
る

際
、
期
限
ま
で
の
期
間
が
よ
り
長
い
も

の
を
買
お
う
と
、
棚
の
奥
か
ら
商
品
を

取
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
使
う

食
品
は
棚
の
手
前
か
ら
取
り
ま
し
ょ

う
。
期
限
が
短
か
っ
た
り
、
切
れ
た
り

す
る
と
、
お
店
で
返
品
や
廃
棄
を
し
て

し
ま
う
の
で
、
お
店
で
の
食
品
ロ
ス
が

発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

【
調
理
・
食
事
編
】

◦
食
品
・
食
材
は
適
切
に
保
存
す
る

誤
っ
た
方
法
で
保
存
す
る
と
、
食
品

の
劣
化
が
早
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
保
存
は
食
品
に
記
載
さ
れ
て
い
る

正
し
い
方
法
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
度
に
食
べ
き
れ
な
い
野
菜
は
、
冷

凍
や
乾
燥
の
下
処
理
を
し
て
、
小
分
け

保
存
な
ど
を
し
て
、
食
材
を
長
持
ち
さ

せ
る
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◦
残
っ
て
い
る
食
材
か
ら
使
い
、
食
べ

き
れ
る
量
を
作
る

新
し
く
買
っ
て
き
た
物
を
先
に
使
っ

て
し
ま
う
と
、
残
っ
て
い
る
食
材
は
傷

ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
残

っ
て
い
る
食
材
か
ら
使
い
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
の
体
調
や
予
定
を
考
え

て
、食
べ
き
れ
る
量
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◦
作
り
過
ぎ
て
残
っ
た
料
理
は
、
リ
メ

イ
ク
レ
シ
ピ
な
ど
で
食
べ
き
る

【
外
食
編
】

◦
食
べ
き
れ
る
量
の
料
理
を
お
い
し
く

食
べ
き
る

食
堂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
も
食
品

ロ
ス
は
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
食

べ
き
れ
る
量
を
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ど
う
し
て
も
残
し
て
し
ま
っ
た
料
理

は
、
お
店
と
相
談
し
て
持
ち
帰
る
こ

と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ん
な
取
組
み
も
あ
り
ま
す

◦
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
各
家
庭
で

使
い
き
れ
な
い
、
食
べ
き
れ
な
い
食
品

の
寄
付
を
、
必
要
と
さ
れ
る
人
に
寄
付

す
る
取
組
み
で
す
。

本
市
で
は
、
左
記
の
日
程
で
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
食
品
受
け
入
れ
を
実
施
し

ま
す
。

◦
日
時
・
場
所
…

10
月
23
日
㈮　

９
時
～
13
時　

市
役
所
２
階　

第
１
会
議
室

10
月
24
日
㈯　

９
時
～
12
時　

市
役
所　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階

※
詳
細
は
ご
み
ス
リ
ム
り
っ
と
う
（
広

報
り
っ
と
う
折
込
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
１
…
平
成
29
年
度
統
計
（
農
林
水
産
省
・

環
境
省
）

注
２
…
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）「
世
界

の
食
品
ロ
ス
と
食
料
廃
棄
（
２
０
１
１
年
）」

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

☎
551-

０
３
４
１ 

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
減
免
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま

た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
や
、
主

た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
が
減
免

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
・
申
請

は
税
務
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
保
険
税
が
減
額
さ
れ
る
具
体
的
な
要
件

①
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な
ど
、
収
入

の
種
類
ご
と
に
見
た
い
ず
れ
か
が
、

前
年
に
比
べ
て
10
分
の
３
以
上
減
少

す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

②
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
１
千
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と

③
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類
の
所

得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

400
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

■
１
年
間
に
納
付
さ
れ
た
社
会
保
険
料
の

お
知
ら
せ
の
送
付
時
期
の
変
更

昨
年
度
ま
で
は
10
月
頃
に
送
付
し
て

い
た
１
年
間
に
納
付
さ
れ
た
社
会
保
険
料

（
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）
の
お
知
ら
せ
を

今
年
度
か
ら
１
月
中
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま

す
。
年
末
調
整
な
ど
で
事
前
に
必
要
な
人

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課 

市
民
税
係

☎
551-

０
１
０
６ 

ＦＡＸ
551-

２
０
１
０

■
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合

で
も
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
（
擬
制

世
帯
主
）。

■
前
年
中
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

世
帯
は
均
等
割
、
平
等
割
が
軽
減

◦
７
割
軽
減
…
世
帯
の
所
得
合
計
額
が

33
万
円
以
下

◦
５
割
軽
減
…
世
帯
の
所
得
合
計
額
が

33
万
円
＋
（
28
・
５
万
円
×
被
保
険

者
数
）
以
下

◦
２
割
軽
減
…
世
帯
の
所
得
合
計
額
が

33
万
円
＋（
52
万
円
×
被
保
険
者
数
）

以
下

■
非
自
発
的
失
業
者
へ
の
軽
減

◦
対
象
者
…
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
。
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
を
お
持
ち
で
、
離
職
理
由
コ
ー
ド

が
規
定
の
も
の
に
該
当
す
る
こ
と
。

◦
軽
減
内
容
…
前
年
の
給
与
所
得
を

100

分
の
30
と
し
て
所
得
割
の
算
定
や
均
等

割
、
平
等
割
の
軽
減
判
定
を
し
ま
す
。

◦
軽
減
期
間
…
離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
末
ま
で
。

※
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

周
り
の
理
解
や
置
か
れ
た
環
境
に

よ
り
、
生
き
や
す
さ
が
大
き
く
異
な
っ

て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
適
切
な
環
境

づ
く
り
や
か
か
わ
り
方
が
重
要
で
す
。

早
期
に
気
づ
き
、
支
援
の
手
立
て
を

と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
発
達
障

が
い
の
人
々
の
自
立
や
自
信
に
つ
な

が
り
ま
す
。

■
合
理
的
配
慮
を
！

◦
得
意
な
面
（
で
き
る
こ
と
）、
良
い

面
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。

で
き
た
こ
と
を
ほ
め
、
認
め
る
機
会

を
多
く
作
る
た
め
に
も
、
発
達
障
が
い
の

人
々
に
役
立
つ
、
よ
り
良
い
配
慮
を
見
つ

け
、
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

◦
発
達
障
が
い
の
人
に
役
立
つ
配
慮

は
、
多
く
の
人
に
も
役
立
ち
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
は
、
発
達
障
が
い

の
人
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
多
く
の
人

に
も
わ
か
り
や
す
く
効
果
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
学
校
・

園
や
就
労
の
場
で
も
、
少
し
ず
つ
取
組

み
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
発
達
障
が
い
に
対

す
る
支
援
に
加
え
、
大
人
に
対
し
て
も

切
れ
目
な
く
充
実
し
た
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
、
今
年
度
か
ら
「
子
ど
も
発
達

支
援
課
」
は
、「
発
達
支
援
課
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

発
達
障
が
い
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の

で
、
本
人
の
性
格
や
努
力
、
保
護
者
の

子
育
て
の
仕
方
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
に
な
っ
て
か
ら
発
達
障
が
い
が
あ

る
と
わ
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

生
活
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

な
あ
…
と
思
わ
れ
る
状
況
（
あ
ら
わ
れ

方
）
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

生
き
づ
ら
さ
や
困
り
感
も
一
人
ひ
と
り

異
な
り
ま
す
。

■
周
り
の
理
解
を
！

発
達
の
特
性
（
ち
が
い
）
を
正
し
く

理
解
さ
れ
ず
、
誤
解
さ
れ
た
り
、
不
適

切
な
関
わ
り
な
ど
に
よ
り
叱
ら
れ
た
り

非
難
さ
れ
た
り
し
続
け
る
と
、
自
尊
感

情
、
自
己
肯
定
感
が
育
ち
に
く
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

周
り
の
環
境
に
適
応
で
き
な
く
な
っ

た
時
、
自
信
や
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
時
な
ど
、
不
適
応
を
起
こ
し
た
り
、

逃
避
し
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り

し
て
、
一
番
困
っ
て
し
ま
う
の
が
そ
の

人
自
身
で
す
。

問
発
達
支
援
課 

発
達
支
援
係

☎
554-

６
１
５
２ 

ＦＡＸ
554-

６
１
５
３

す
べ
て
の
人
が
、
そ
の
よ
さ
を
発
揮
す
る
た
め
に
…
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10月１日は浄化槽の日です

問環境政策課 環境政策係
　☎ 551-0336 ＦＡＸ554-1123

　浄化槽が正常に機能しないと、川の汚染や悪
臭の原因になります。良好な環境を維持するた
め、浄化槽を使用している人は、次の３つの義
務を守り、適正な管理に努めましょう。
■法定検査

年１回の保守点検とは別の浄化槽の外観、水
質などに関する検査
■保守点検

浄化槽の正常な機能を維持するために、定期
的な点検や調整および必要な修理
■清掃

年１回以上の浄化槽内に生じた汚泥の引き抜
き、洗浄、清掃
■法定検査についての問合わせ先
◦11人槽以上の浄化槽の場合

（公社）滋賀県生活環境事業協会　☎554-9271
◦10人槽以下の浄化槽の場合

◦治田、治田西、治田東、大宝、大宝西、
大宝東、金勝学区および日吉が丘自治会
栗東総合産業㈱　☎ 552-1711
◦葉山、葉山東学区（日吉が丘自治会除く）
日映興業㈱　☎552-8311

草津警察署安全伝言板
◆特殊詐欺の被害防止◆

依然、特殊詐欺の発生・被害が止まりません。
身に覚えのない請求や怪しいと思う電話があれ
ば慌てず、必ず警察や家族に相談しましょう！
■特殊詐欺の具体的な手口
①息子をかたるオレオレ詐欺
②警察官や銀行員をかたり、キャッシュカード

をだまし取るオレオレ詐欺
③はがきやメールを悪用した架空請求詐欺
■だまされないための対策
①身近な人と情報の共有を！
②必ず誰かに相談を！
③詐欺電話撃退機能付きの電話機などを利用し

ましょう！
※「県警ホームページ」や「けいたくん防犯交

通安全情報（しらしがメール）」で犯罪発生
情報を配信しています。

問草津警察署 ☎ 563-0110 ＦＡＸ563-0116

子育て情報
　なくそう！
望まない受動喫煙

■タバコの煙から大切な人を守りたい
タバコは、吸っている本人の健康にとってよく

ないことはもちろん、タバコから立ちのぼる煙や、
吐く息に含まれる煙を吸うこと（受動喫煙）で、
こどもや妊婦への健康にも影響があります（下図）。

■加熱式タバコや電子タバコなら安心？
加熱式タバコや電子タバコは、「健康被害が少

ない」「受動喫煙の危険がない」と思われがちで
すが、最近の研究では普通のタバコと同様に発が
ん性物質や有害物質が含まれている商品もあると
の報告があります。また、加熱式タバコや電子タ
バコは、煙が目に見えにくく、臭いも少ないため、
煙を避けることが難しく受動喫煙につながりやす
くなります。加熱式タバコや電子タバコも普通の
タバコと同様に健康への影響が懸念されます。
■大切な人のため、自分のために

卒煙（＝禁煙）してみませんか！
タバコにはニコチンという依存性のある物質

が含まれています。そのため、禁煙を始めると血
中のニコチン濃度が低下し、イライラする、集中
できない、強い眠気を感じるなどの症状が出てき
ます。この辛い時期を乗り越える方法として、市
販のニコチンガムやニコチンパッチを利用するこ
とや、健康保険を使った禁煙治療（一定の条件あ
り）があります。ご自身のためにはもちろんのこ
と、子どもたちや家族のためにもぜひ卒煙にチャ
レンジしましょう。

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100 ＦＡＸ554-6101

胎児発育遅延
低出生体重児

早産
気管支炎・喘息

中耳炎

アレルギー性鼻炎

乳幼児突然死症候群

禁煙治療に健康保険が使える
医療機関はこちら
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よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
30

栗
東
中
学
校
で
の
、
園
や
学
校

で
の
４
か
条
に
あ
る
「
人
の
話
は

し
っ
か
り
聞
こ
う
」
に
つ
い
て
の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
学
級
会

を
中
心
と
し
た
話
合
い
活
動
に
力

を
入
れ
て
お
り
、本
年
度
か
ら
「
り

っ
ち
ゅ
う
」(

り
ゆ
う
も
合
わ
せ

て
発
表
し
よ
う
、
つ
た
え
る
と
き

は
挙
手
・
起
立
、
ち
が
う
い
け
ん

も
認
め
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
は
っ
き

り
堂
々
と
、
う
な
ず
き
・
拍
手
を

わ
す
れ
ず
に)

を
「
お
き
て
」
と

し
て
話
合
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
は
、
答
え
の
決
ま
っ

て
い
な
い
課
題
と
向
き
合
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
の
意
見

を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
自
分
の
意
見

を
は
っ
き
り
と
言
う
、
そ
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
か
ら
合
意
形
成
を
す

る
力
を
中
学
校
生
活
で
身
に
つ
け
る

こ
と
で
、
自
分

の
将
来
を
切
り

拓
く
、
生
き
る

力
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

《栗東中学校》「人の話はしっかり聞こう」
問
学
校
教
育
課

☎
551-

０
１
３
０

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

問都市計画課 景観・まちづくり係
☎ 551-0116 ＦＡＸ 552-7000

すだじいの百年日記
～栗東景観よもやまばなし～

vol.50

皆
さ
ん
は
椿
山
古
墳
を
ご
存
知
で
す

か
。
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
安
養
寺
の
、

市
役
所
近
く
の
住
宅
地
の
中
に
あ
り
、

古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）
の
古
墳
で

は
県
内
最
大
級
の
大
き
さ
で
、
全
長
約

100
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
国
内
最
大
級
の
笠
形
木
製
品
（
木
製

の
埴
輪
）
な
ど
が
出
土
し
、
近
江
南
部

を
支
配
し
て
い
た
豪
族
が
葬
ら
れ
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
価
値
の
あ
る
古
墳
で
す
が
、

以
前
は
木
々
が
生
い
茂
り
、
地
域
住
民

に
も
知
名
度
が
低
い
状
態
で
し
た
。
私

達
の
会
で
は
、
こ
の
古
墳
を
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
、
２
０
１
３

年
頃
か
ら
木
々
を
伐
採
す
る
と
と
も
に

そ
の
木
を
活
用
し
て
散
策
路
や
階
段
な

ど
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
会

員
約
20
人
が
２
か
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
、
増
え
た
竹
の
伐
採
や
草
刈
り
な
ど

の
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
一

般
の
人
に
も
椿
山
に
入
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
整
備
し
て
か
ら
は
、
毎
年
秋
に

開
催
し
て
い
る
「
い
ち
ょ
う
ま
つ
り
」

の
会
場
と
し
て
使
用
し
た
り
、
本
市
や

ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
の
共
催
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
古
墳
測
量
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

協
力
し
て
く
れ
て
い
る
会
の
メ
ン
バ

ー
は
、
地
元
の
人
や
所
有
者
だ
け
で
な

く
、
最
近
で
は
新
し
い
住
民
の
参
加
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
真
夏
の
作
業
な
ど
は
大
変
で
す

が
、
地
域
の
も
の
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
熱
い
想
い
や
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
地
域
を
良
く
し
て
い
き
た
い
想
い
で

の
参
加
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
住
民
の
繋
が

り
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
活
動
の
資
金
づ
く
り
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
い
て

仲
間
と
共
に
、色
々
な
団
体
と
協
力
し
、

椿
山
古
墳
の
歴
史
を
語
り
継
ぎ
、
景
観

を
残
し
て
い
け
る
よ
う
、
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
の
人
、
活

動
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
人
は

上
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

椿山古墳を後世に

第 50 回寄稿
安養寺景観まちづくり協議会 里山部会長

伊勢村宏さん

12
びわこより　大きな心で　認め合い
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◦建設業とＩＴの融合を目指して
近年は、建設業における生産性の向上や技術の

伝承を目的として、遠隔コーチングシステム「Ｔ
ＥＬＡＳ（テラス）」の開発・販売を手掛けてお
ります。「ＴＥＬＡＳ」は、現場担当者がスマー
トグラスを装着することで、本社に待機している
熟練者がリアルタイムで現場の状況を把握でき、
遠隔から現場作業員への指示・コーチングを行え
るシステムとなっています。

うますぎ★企業

■住所…辻 474 番地２
■ホームページ…https://www.biwako-maruya.co.jp/
◦地元密着企業として成長してきました

株 式 会 社 丸 屋 建 設 は、1961 年 に 創 業 し、
2020 年に創業 59 年を迎えます。地元に密着し
た企業として、小学校などの公共施設の改修・新
築工事や道路整備工事など市発注の公共工事か
ら、民間の工場・倉庫の建築、一般住宅の建築な
ど幅広く地域の皆様の住環境の整備に貢献してま
いりました。

株式会社　丸屋建設

▲「ＴＥＬＡＳ」を使用した現場管理の風景 ▲スマートグラス

▲葉山東小学校　増築工事 ▲住宅施行事例

お客様、お取引先様、社員、地域社会の幸せに
貢献することを企業理念とし、建設業をＩＴの力
で支えるべく多角的な視点からさまざまな可能性
にチャレンジしています。

うますぎ★ブランド

日本最大級屋外型スラックライン
専用パークがオープン！

日本最大級の屋外型スラックラインパーク you
空感 ( 荒張 ) が７月にオープンしました。栗東市
民で代表の林さんは、子どもと一緒にスラックラ
インを始め、練習するうちに楽しさと魅力に引き
込まれ、自らスラックラインクラブを立ち上げま
した。当初は、クラブのメンバーと共に自宅など
で練習をしていましたが、練習場所の確保が難し
いことから専用のパークを自ら作られました。

スラックラインとは、幅 2.5 ㎝から５㎝のベル
ト状のラインを歩いたり、ジャンプしたりして、
楽しむことができるニュースポーツです。あらゆ
るスポーツの基礎トレーニングに役立ち、落ちな
いようにバランスを取りながら耐えるだけで体幹
や集中力を養うことができます。

初心者用の低いラインから上級者向けのハイラ
インやトリックラインなど全 23 種類のラインが

あり、小さな子どもから高齢の人まで１日を通し
て楽しむことができます。

初めての人にはスタッフが丁寧にレクチャー
してくれるので、天気の良い日にピクニック気分
で訪れてみてはどうですか。
問栗東スラックラインパーク you 空感

荒張 210-12　☎ 090-5158-8800
平日 16:00 ～ 20:00（受付は 18:00 まで）
土 　10:00 ～ 21:00（受付は 19:00 まで）
日祝 10:00 ～ 20:00（受付は 18:00 まで）
インスタグラム @slacklinepark_youkukan
ホームページ https://www.rittoslackline.com/
※平日・土日も予約すれば時間外でも対応可能。
※天候、季節によって営業時間などが変更となる

場合がありま
す。ＨＰでご
確認ください。

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

ありがとう　そのうれしさは　あいてにも
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滋賀レイクスターズのコーチに学ぶ

大根とかぶの種まき体験

８月29日（大宝東小学校　体育館）
「しがスポーツ大使」を務める滋賀レイクス

ターズとスポーツ少年団との交流を深める県の
補助事業の一環として体験教室を開催。滋賀レ
イクスターズ U15 のヘッドコーチら３人が葉
山・大宝のスポーツ少年団に所属する子どもた
ちにドリブルやパスなどの指導を行いました。
子どもたちは熱心にアドバイスに聞き入り、デ
ィフェンス役のコーチを相手に果敢にドリブル
練習に励んでいました。

９月11日（金勝）
食育事業の一環として、金勝学童保育所の児

童が本市農業振興会 会長の竹村明さんとヤン
マーシンビオシス㈱の社員の皆さんの指導のも
と、大根とかぶの種まきを体験しました。

子どもたちは、種が入った紙コップを手に、
「大きくなぁれ」と願いながら、１つの穴に２
粒ずつ丁寧に種を埋めていきました。今後成長
に合わせて、間引きなどの作業をしつつ、収穫
体験を行う予定です。

８月28日（滋賀県危機管理センター）
「第 52 回滋賀県優秀消防団・職団員等表

彰」の表彰式が行われました。この表彰は
県民の生命と財産を守るため、消防・防災・
救急救助活動に励み、消防協力者の指導育
成に尽くすなど、地域住民の信頼を集め他
の模範となる顕著な功績をあげた消防関係
者に贈られるものです。

本市からは中村泰弘消防団長、小坂女性
消防隊が受賞されました。

第
52
回
滋
賀
県
優
秀
消
防
団
・

職
団
員
等
表
彰

９月５日（市役所　危機管理センター）
本市災害対策本部では、災害発生時に備

え、本部運営図上訓練を実施しました。訓
練では、講師から他自治体の事例などを聞い
た後、大規模地震が発生したと想定し、災害
対策本部の運営手順などの確認を行いまし
た。グループに分かれて、被害状況の把握、
将来予測、今後の目標設定と対応方針を協議
し、職員の災害対応能力の向上に努めました。

災
害
対
策
本
部
運
営
図
上
訓
練
を
実
施

新型コロナウイルス感染症予防対策などのため寄贈をいただきました。ありがとうございました。
◇寄贈　栗東ライオンズクラブ・㈲草津介護センター（敬称略・９月 15 日時点）
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フォトニュース

９月３日（市内各所）
「うますぎる栗東大使」を務めるＢＯＹＳ ＡＮＤ ＭＥＮのメンバ

ー小林豊さんが、市の広報番組収録のため、本市を訪問。栗東いち
じくの試食や、ニュースポーツの体験、フォレストアドベンチャー・
栗東でのアスレチック体験をとおして、栗東の魅力を紹介する模様
をびわ湖放送で２回にわたり放送します。

栗東市広報番組「うますぎる栗東」
第１回「栗東の特産品を満喫！」
10 月３日㈯ 18 時５分～
第２回「健康で元気！笑顔あふれるスポーツ市民りっとう！」
10 月 24 日㈯・31 日㈯ 18 時５分～
※放送時間は番組の都合により変更される場合があります。

広報大使　小林豊さん
広報番組「うますぎる栗東」収録

地球温暖化ってな～に？
８月29日（コミュニティセンター大宝東）

身近な食生活から環境問題を考える講座を開
催。毎日の食生活で地産地消や旬の食材を食べ
ることが地球温暖化防止に役立つことを学びま
した。

受講者からは、「今日の買い物からはじめた
い」との声も聞かれました。

▲甘いいちじくを試食する小林豊さん
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★輝く栗東人 戦後の生活風景をつづった自伝を出版

■「
ボ
ク
が
小
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
の
お
話
」

幼
少
期
の
戦
時
中
の
話
か
ら
戦
後
の

暮
ら
し
、
教
師
に
な
る
ま
で
を
書
い
た

自
伝
で
す
。

戦
時
中
は
ま
だ
４
歳
ぐ
ら
い
で
し
た

が
、
大
阪
か
ら
福
井
方
面
へ
琵
琶
湖
の

上
空
を
飛
ん
で
い
く
Ｂ
29
の
姿
や
空
襲

警
報
が
鳴
り
響
く
中
、
家
族
で
防
空
壕

に
飛
び
込
ん
だ
こ
と
な
ど
を
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
す
ぐ

に
生
活
が
元
に
戻
る
わ
け
で
は
な
く
、
食

糧
難
に
お
ち
い
る
な
ど
苦
し
い
生
活
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
教
師

を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
る
出
来
事
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
教
師
に
な
る
た
め
に
過
ご

し
た
学
生
時
代
や
、
教
師
に
な
っ
て
か
ら

の
話
も
書
い
て
お
り
ま
す
。

■
自
伝
出
版
の
動
機

戦
後
を
共
に
過
ご
し
た
７
歳
年
下
の

弟
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
「
弟
が
生
き
て
い
る
間
に
弟
の
生
ま

れ
る
前
の
戦
時
中
の
記
憶
と
、
共
に
生

き
抜
い
た
戦
後
の
生
活
や
昔
の
思
い
を

記
録
と
し
て
残
し
た
い
」
と
思
い
、
執

筆
し
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
生
を
相
手
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を
す
る
中
で
、
自
分

が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
と
の
物
事
の
考
え

方
の
違
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
き
っ
か
け
で
す
。

■
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

い
ま
手
元
に
あ
る
も
の
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
代
は
戦
時
中
や
終
戦
直
後
と
違
っ

て
、
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
食
べ
物

も
日
用
品
も
あ
っ
て
当
た
り
前
の
時

代
で
す
。
例
え
ば
、
戦
時
中
は
醤
油

や
米
す
ら
十
分
に
な
か
っ
た
の
で
、

隣
近
所
に
よ
く
借
り
に
行
っ
た
も
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
の
家
が
何
か
を

貸
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
子
ど
も
だ

っ
た
こ
ろ
に
比
べ
る
と
現
代
は
非
常

に
ぜ
い
た
く
な
暮
ら
し
が
で
き
て
い

ま
す
。
戦
時
中
や
終
戦
直
後
の
よ
う

な
切
り
詰
め
た
質
素
な
暮
ら
し
を
す

る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
だ
使
え
る
よ
う
な
も
の
を

す
ぐ
に
捨
て
た
り
、
次
々
に
新
し
い

も
の
を
買
っ
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
今
手
元
に
あ
る
も
の
を
大
切
に

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　県内の高校教諭として38年間勤務。定年
退職後は、平成14年から15年間、保護司と
して、罪を犯した人々の立ち直りを支援する
更生保護と犯罪予防に尽力され、平成29年
に法務大臣賞を受賞。「ボクが小学生だった
ころのお話」を令和２年５月に自費出版。
高校教諭時代にはバスケットボール部の顧問
として、25回チームを全国へ導いた。その
経験を活かし、現在小学生や大学生の指導、
ボランティア活動など多岐にわたり活動。

須田 武志さん（79歳・大橋四丁目）

▲須田さんの指導する葉山ミニバスケッ
　トボールクラブ

（８月 29 日 滋賀レイクスターズのコーチ
によるスポーツ教室）

広告欄
問合せ…秘書広報課　TEL551-0641　FAX553-1280
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